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全日本ろうあ連盟創立 70 周年を記念して作成された映画「咲む」の上映会を行いま
す。一人の若きろう女性が、喜びや葛藤の中で生き、さまざまな障壁を乗り越えて
いく姿から、「ろう者」とは「きこえない」とは何かということを、そして、「手話
言語」は魅力的で素晴らしい言語であることを広く伝える映画です。ぜひ、ご鑑賞
ください。
期５月 22 日（日）14 時～
所 根上総合文化会館　音楽ホール
申込方法  ①下記メールアドレスから申し込み　②下記QRコードから申し込み
問 「咲む」能美市上映実行委員会（ emu522tanto@gmail.com）

全日本ろうあ連盟創立 70周年記念映画「咲
え

む」上映会

お
知
ら
せ

５
月

３ 日（火・祝）

親子へらぶな釣り教室
時／７時～　場／和気の池　問／まなび文化課（☎ 58‐2272 FAX 55‐8555）

～５日（木・祝）第 113 回九谷茶碗まつり
時／９時～ 17時（最終日は 16時まで）
場／根上総合文化会館・寺井体育館・九谷陶芸村ほか
問／九谷茶碗まつり運営委員会（☎ 58‐6656）

16 日 （月）
ふれあいあいさつデー
朝の登校時間に子どもたちへ声かけをお願いします。
問／まなび文化課（☎ 58‐2272 FAX 55‐8555）

１ 日 （水）
全国一斉「人権擁護委員の日」特設相談所開設
時／ 13時 30分～ 15時 30分　場／根上サービスセンター、ふれあいプラザ、辰口福祉会館　
問／市民サービス課（☎ 58‐2213 FAX 58‐2293）

能美ふるさとミュージアムを発着とし、地図を見て各ポイントにある問題を解きな
がら、制限時間内に到着できるように歩きます。
期５月 22 日（日）８時～受付、８時 30 分～開会式
対①一般の部（小学生以下は保護者同伴）２～５名で１チーム
　②ねんりんの部 ( 全員 60 歳以上 ) ５名で１チーム
集合場所 能美ふるさとミュージアム玄関前 費１チーム 500 円（保険代込、当日持参）
締 ５月 12 日（木）
申（一財）石川県レクリエーション協会
　   （FAX 076‐247‐6909   ishirec3@poem.ocn.ne.jp）
問（一財）石川県レクリエーション協会（☎ FAX 076‐247‐6909）
　  （水・日・祝定休13時～17時まで）

いしかわスポーツ・レクリエーション交流大会
「のみ古墳ウォークラリー大会 2022」参加者募集！

標高 402 メートル。古くから白山信仰
の霊場として知られ「平成の名水百選」
に選ばれた霊水があります。周遊でき
る登山コースは変化があり、楽しみが
いっぱいです。自分たちの手で清掃し
ながら歩きませんか。
期５月 15 日（日）９時～ 14 時
集合 仏大寺町　むくろじ会館
定 20 名
費 無料 
申 問 能美の里山ファン倶楽部
（☎ FAX 51‐2308
  info@nominosatoyama.com）

里山清掃ハイク
～遣

やり

水
みず

観
かん

音
のん

山
やま

～

６
月

５月３日（火・祝）～５日（木・祝）
のみバス無料運行
期間中、「のみバス」全路線の
乗車料金を無料とします。九谷
茶碗まつりの会場巡りにもぜひ
ご利用ください。
問／地域振興課
（☎ 58-2212 FAX 58‐2291）

講座・催しなどで特に記載のないものは、どなたでも参加（申し込み）可能、料金は無料です。

対 =対象　期 =日時、開催日、期間　 所 =場所　費 =費用、料金 　定 =定員　持 =持ちもの　内 =内容
締 =申し込み締め切り　申 =申し込み　問 =問い合わせ　☎=電話番号　 FAX = ファクス番号　 =Ｅメールアドレス 

５月の替わり湯は「ローズマリー湯」
を予定しています。
ぜひご家族やご友人
とお楽しみください。
期５月 10 日（火）
所 里山の湯（露天風呂）
費 大人 520 円、小人 100 円、３歳未
満無料 
問 温泉交流館 里山の湯
（☎ 51‐2183 FAX 51‐2184）

里山の湯　月替わり湯

詳しくは
こちら

☎ FAX
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　今回は古墳時代の生活を紹介している展示室「能美の誕生　平野と大河川。大きなお墓と国づくり。」について紹

介します。

　この展示室で、まず皆さまをお迎えするのが、４体の甲
かっちゅう

冑です。この

４体の甲冑は、下開発茶
ちゃうすやま

臼山９号墳、和田山５号墳の A槨
かく

、B 槨と呼ば

れる２つの埋葬施設、西山３号墳からそれぞれ出土しました。これらの

古墳が築かれた５世紀、鉄製品は大変貴重なものでした。鉄をふんだん

に使った甲冑は、当時の倭国の中心地だった奈良県や大阪府などで最先

端の技術を用いて作られたと考えられています。当時、この地域に拠点

を置いて倭国を治めた大王が、こうした甲冑などの鉄製品を掌握してお

り、各地の豪族たちに同盟の証として下
か し

賜したと考えられます。つまり、

この４体の甲冑は、能美の地域を治めた豪族たちと倭国の大王とのつながりを示す権威の象徴だったのです。

　展示されている甲冑は茶色の鉄の塊のように見えるかもしれません。しかし当時は、表面に漆が塗られた漆黒の

甲冑だったと考えられています。黒く輝く美しい甲冑を身にまとった王たちが、能美の地を治めていたのです。

　５月５日は子どもの日。能美の地を治めた王たちが身に着けた本物の甲冑をご覧いただき、お子さまの健やかな

成長を願う、能美らしい子どもの日を過ごされてみてはいかがでしょうか？

４体の甲冑

問 /能美ふるさとミュージアム（問 /能美ふるさとミュージアム（☎☎ 58‐5250 58‐5250 FAX 58‐5251）58‐5251）

　４月２日、のみふる賑わいイベント「のみふる桜まつり」を開催しました。街路樹の桜の支障木を利用した桜花
の生け花展示のほか、くずし字の栞作りや藍のタネの配布などを行い、たくさんの方にご来場いただきました。

未来につなぐお人柄

問/企画デジタル課ＳＤＧｓ推進室
　    （☎58‐2220  FAX 58‐2291）

　能美市はＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成、持続可能なまちの実現に向けて、能美市とともに取り
組んでいただける個人や企業・団体などをパートナーズとして認定する「のみＳＤＧｓパートナーシップ制度」
を創設します。
　制度には「サポーター」と「パートナー」の２種類があり、総称して「のみＳＤＧｓパートナーズ」といいます。
サポーターはＳＤＧｓ達成に向けた取り組みを宣言することから始められ、気軽にチャレンジすることがで
きます。またパートナーはＳＤＧｓの実践者として位置づけ、宣言した取り組みの活動報告をいただき、特
に貢献度が高い取り組みは特設サイトなどで紹介していく予定です。希望に応じて、サポーターからパート
ナーへステップアップすることができます。
　第１回のみＳＤＧｓパートナーズの募集期間は以下のとおりです。

　関心のある方は、気軽にＳＤＧｓ推進室へお問い合わせください。詳しくは市ホームページ
に掲載の募集要項をご覧ください。

のみＳＤＧｓパートナーズを募集します !

　サポーターやパートナーになるためのポイントを分かりやすく説明します。お気軽にご参加ください。

①「ＳＤＧｓの未来をつくるパートナーズ」　
　講師：金沢星稜大学  副学長・教授　新  広昭  氏
②パートナーシップ制度と応募について

【第１回】　５月 24日（火）15 時～ 16 時　辰口福祉会館　交流ホール「タッチ」
【第２回】　５月 31日（火）15 時～ 16 時　辰口福祉会館　多目的ホール
会場：30 名　オンライン：50 名

市ホームページ「のみＳＤＧｓパートナーズ募集説明会申込」からお申し込みください。
メールまたは FAX で「のみＳＤＧｓパートナーズ募集説明会」および「①企業・団体・個人名、
②連絡先（住所・電話番号・メールアドレス）、③参加者氏名、④参加方法（会場またはオ
ンライン）、⑤希望日（第１回または第２回）」を明記の上、お申し込みいただくこともで
きます。

企画デジタル課ＳＤＧｓ推進室（☎ 58‐2220 FAX 58‐2291 kikaku@city.nomi.lg.jp）

桜花の生け花 千本引き

　５月５日（木・祝）、のみふる賑わいイベント「のみふる　こどもまつり」を開催します。可愛い景品がもらえる「の
みふるラリー」（小学生以下対象）のほか、こま回し大会など、子どもが楽しめる企画が盛りだくさん！
　みんなが大好き、ひぽ能ん、ゆず美んもやってくるよ！ご家族そろって、ご来館ください。

くずし字の栞づくり体験

　目標17には19個のターゲットがあります。
例えば、ターゲット 17 － 17 では、「さまざ
まなパートナーシップの経験などをもとにし
て、効果的な公的、官民、市民社会のパート
ナーシップをすすめる。」とあります。
公益財団法人日本 unicef 協会ホームページから引用

「世界のすべての人がみん
なで協力しあい、これら
の目標を達成しよう」

５月 16日（月）～６月 30日（木）

【第１回】　５月 19日（木）　【第２回】　５月 26日（木）

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら



24広報のみ 2022. ５

みんなの図書館 ※開館時間、休館日については、市立図書館ホームページ、
各図書館だよりをご覧ください。
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テウトの創薬

岩木 一
かず

麻
ま

[ 著 ]
KADOKAWA

　カイコを利用する新技術で
バイオ医薬品の生産を目指す
トトバイオサイエンスの研究
開発部長・進藤颯

そう

太郎は、工
場で起きた事件をきっかけに
同社の科学顧問で上州大学医
学部教授の加賀義

よしたけ

武の本性を
知り…。リアル創薬業界物語。

おすすめの一般書

13枚のピンぼけ写真

キアラ・カルミナーティ [ 作 ]
岩波書店

おすすめの児童書

　第一次世界大戦時の北イタ
リア。男たちが戦場へ行った
あと、母とはぐれたイオラン
ダは、妹とともに旅を重ね、
思いがけない人々と出会い
…。13 歳の少女が、自分の
手で生きる力をつかみ取って
いく感動の物語。

いらっしゃいませいらっしゃいませ

今月の手話
手話表現：のみ商業協同組合　石川 正樹さん（石川金物）

①‐１　左手の手の平に、親指を立たせた右手を乗せ
る。
①‐２　自分の方へ引き寄せる（お客様を迎え入れる
イメージ）。

問 /福祉課（☎ 58‐2230  FAX 58‐2294）

　蓮代寺窯は、小松の松屋菊三郎が主宰しておこした窯です。菊三郎は藩の典
てん

医
い

の子でしたが、小松の旧家松屋の養子となりました。天保４年（1833）に粟生屋
源右衛門について製陶を学び、その後京都へ出て尾形周平に師事し、本格的に製
陶と陶画を始めました。弘化３年（1846）に帰郷し、小野窯、松山窯で陶業に従
事し、同４年（1847）粟生屋源右衛門とともに能美郡蓮代寺（現小松市蓮代寺町）
の地で開いたのが、この窯の始まりです。主な陶工には、源右衛門のほかに川尻
嘉
か

平
へい

、中
なかこうじ

小路七
しちぞう

蔵、大蔵清
せいしち

七らが参加したと言われています。作風の特徴は、土
混じりの陶器質の素地に白化粧の釉

ゆうやく

薬を施して、色絵付け映えするように工夫
しているものが多いです。
　当該作も軟

なんとうたい

陶胎で緑・黄・紺青・紫の四彩色で古九谷の青
あお

手
て

や吉田屋九谷を
意識した加飾を施しています。画題は中国の故事の菊慈童で長寿延命の吉

きっしょう

祥紋
様となっています。趣

しゅみじん

味人らがその画題に話の花を咲かせ、宴席の場を盛り上
げたであろうと想像できるイッピンです。（文・五彩館 館長　中矢）

情報発信元　能美市九谷焼美術館｜五彩館｜

【入館料】一般 430 円・75 歳以上 320 円・高校生以下無料
　　　　  ※浅蔵五十吉記念館もあわせて入館いただけます。
【問い合わせ】☎ 58‐6100 FAX 58‐6086

ご来館の際は、基本的感染対策（マスク着用・検温・手洗いなど）
にご協力をお願いします。

蓮代寺窯　色絵菊慈童図小鉢
サイズ 　口径 15.5 ／高 4.0 ㎝
制　作　蓮代寺窯 
年　代　1847（弘化４）～
　　　　1865（慶応元）年
所蔵先　能美市九谷焼美術館｜五彩館｜

今月のイッピン！「蓮
れん

代
だい

寺
じ

窯
がま

色
いろ

絵
え

菊
きく

慈
じ

童
どう

図
ず

小
こ

鉢
ばち

」

INFO
■第 45回伝統九谷焼工芸展
　期間 ５月 15 日（日）まで 会場 「五彩館」紫の間・緑の間

鍋鍋

①‐１　両手の親指と親指以外の４本の指を少し開いて
向き合わせる。
①‐２　向き合わせた両手を閉じながら左右に引き上げ
る（鍋の形のイメージ）。

①①
－１－１

①①
－２－２

ゆきちゃんは、
ぼくのともだち！

武田 美穂 [ 作・絵 ]
童心社

　おばあちゃんと孫の男の子の交流を、時にユーモアも交
えて描き出す。老い・認知症といった深刻な問題が背景に
ありながらも、２人の心が触れ合う瞬間を温かなまなざし
で見つめた感動作。

おすすめの絵本

いしかわ動物園にズームイン！

　開園３年目から始まった標記コンテストは、当園で最も長く続い

ている催しものの一つです。作品のテーマは「いしかわ動物園の動

物または園内風景」というもので、至ってシンプルです。一昨年度

はコロナ禍による長期休園があったため中止となりましたが、昨年

度から、これまでの課題を改善した上で、再スタートしました。

　動物写真を趣味とされている方は多くおられます。皆さんは園内

の各スポットで、望遠レンズを装填した大きなカメラを構えた方々

をご覧になったことがあるのではないでしょうか。全体の構図やア

ングルを緻密に計算した上で、時には狙う動物の行動を把握し、ベ

ストショットを撮影するため、何日間も通い詰める方までいるんで

すよ。そうして撮られた作品が投稿されるので、当然、毎年ハイレ

ベルな戦いになります。

　そこで今年度からは、気軽に写した１枚もご応募 ( １人２枚まで )

いただけるよう「スマホ・データ部門」を新設しました。何気なく

デジカメやスマホで撮った写真の中にも、動物たちの “その瞬間” を

捉えた素敵な１枚がきっとあるはずです。こちらはプリントせず、

そのままメールで投稿いただけますので、ぜひ「動物園フォトコン

テスト」へのご応募をお待ちしています。応募規定などの詳細はホー

ムページまたは園内に備え付けのチラシをご覧ください。

あなたも気軽に「動物園フォトコンテスト」に応募してみませんか■

文：いしかわ動物園

Zoo

令和３年度最優秀賞受賞作品「緑の中を歩む」
鈴木泰久さん ( 愛知県 ) の作品

①①
－２－２

①①
－１－１

九谷茶碗まつり（根上会場）開催に伴い、臨時休館
します。
根上図書館　５月３日（火・祝）～５日（木・祝）
※５月13日（金）の資料整理日は、開館します。

根上図書館臨時休館のお知らせ
今回から、のみ商業協同組合加
盟店の皆さんが手話に挑戦する
のだ。あなたのまちのお店屋さ
んも登場するかも。「まちなか」
に手話を広げるのだ。

動画で「いらっしゃいませ。何をお
探しですか」「鍋です」の手話表現
をご覧いただけます。
ぜひ、アクセスしてみてください♪

■ウルトラマンシリーズ九谷焼フィギュア展
　期間 ５月３日（火・祝）～ 15 日（日）まで
　会場 「五彩館」ロビーギャラリー（入館無料）

■金継ぎをたのしむ会展
　期間 ５月 17 日（火）～ 29 日（日）まで
会場 「五彩館」ロビーギャラリー（入館無料）
■第 113 回九谷茶碗まつり期間中
（５月３日（火・祝）～５日（木・祝））は入館無料となります
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鷺が空を舞っているような姿をしているサギ草
５月の連休ごろに芽が出て、８月のお盆過ぎに花が咲きます

私
は
勤
務
先
を
退
職
し
た
13
年
ほ
ど

前
か
ら
、
湯
野
小
学
校
の
見
守
り
隊
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
多
く
の
参

加
者
が
い
ま
し
た
が
、
年
々
減
少
し
、

一
時
数
人
ま
で
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
当
時
の
町
会
長
で
あ

っ
た
西
田
啓
さ
ん
に
隊
の
再
編
成
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
西
田
さ
ん
の
尽
力

に
よ
り
、
隊
員
が
徐
々
に
増
加
し
、
今

で
は
約
30
人
で
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

私
は
規
則
正
し
く
健
康
的
な
生
活
を

送
る
た
め
に
も
、
毎
朝
、
隊
に
参
加
し
、

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
安
全
に
登
校
で

き
る
よ
う
に
、
明
る
く
元
気
な
あ
い
さ

つ
を
心
掛
け
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。
同
時
期
か
ら
隊
に
参
加
し

て
い
る
同
じ
町
会
の
坂
井
照
美
さ
ん

も
、
毎
朝
、
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
家
事
が
あ
り
忙
し
い
中
、
毎
朝

参
加
さ
れ
て
い
て
、頭
が
下
が
り
ま
す
。

趣
味
は
鉢
植
え
や
盆
栽
な
ど
で
、
特

に
サ
ギ
草
を
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。

30
数
年
ほ
ど
前
、
小
さ
な
鉢
植
え
を
購

入
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
そ
の
魅

力
や
奥
深
さ
に
ひ
か
れ
ま
し
た
。
サ
ギ

草
は
ラ
ン
科
の
多
年
草
で
、
草
丈
は
30

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
、
花
は
３
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
白
く
清
楚
で
美

し
い
姿
を
し
て
い
ま
す
。「
水
や
り
３

年
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
水
や
り
の

コ
ツ
を
つ
か
む
の
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
が
、
コ
ツ
コ
ツ
と
上
手
く
育
て
れ

ば
、
球
茎
は
１
年
で
３
倍
に
も
な
り
ま

す
。
私
は
美
し
く
花
開
く
こ
と
を
楽
し

み
に
、
毎
日
丁
寧
に
水
や
り
を
し
て
い

ま
す
。

地
域
の
方
に
も
サ
ギ
草
の
魅
力
を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
こ
れ
ま
で

に
２
回
、
湯
谷
町
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、

育
て
た
サ
ギ
草
の
展
示
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
希
望
さ
れ
る
人
に
は
小
さ
な

鉢
植
え
を
お
譲
り
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

多
く
の
人
た
ち
に
見
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
次
は
寺
井
地
区
公
民
館
で
展
示
で

き
た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
こ

坂
さか

恒
こうせい

清 さん
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が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
内

の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く
見
る
必
要
が
あ

る
と
も
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
町
は
、
近
隣
町
会
と
の
関
わ
り

も
多
く
、
昔
か
ら
交
流
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
の
縁
を
大
切
に
し
、
今
後
も
町

民
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
町
会
と
の

つ
な
が
り
も
大
事
に
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最

近
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
地
域
行

事
の
ほ
と
ん
ど
が
中
止
と
な
り
、
ふ
れ

あ
い
の
機
会
が
減
っ
て
残
念
な
思
い
を

し
て
い
ま
す
。状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
、

少
し
ず
つ
行
事
を
再
開
し
、
多
く
の
町

民
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
場
が
増
え
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

子どもたちの安全を見守る

マップの作成に取り組んでいる参加者たち
町内の課題を確認し合いました

生
ま
れ
も
育
ち
も
湯
屋
町
で
、
昨
年

か
ら
町
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
学
生

時
代
は
地
元
を
離
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
知
り
合
い
が
多
く
、
落
ち
着

け
る
こ
の
場
所
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

近
隣
市
町
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、

生
活
の
利
便
性
が
高
い
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
最
近
は
子
育
て
世
代
の
転
入
が
増

え
、
子
ど
も
た
ち
の
声
を
よ
く
聞
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
町
内
を
歩
け
ば
、

散
歩
を
し
て
い
る
お
年
寄
り
や
親
子
連

れ
と
会
う
こ
と
が
多
く
、
町
民
同
士
の

会
話
が
弾
ん
で
い
ま
す
。

町
会
長
に
な
っ
て
か
ら
は
、
町
会
の

意
見
や
要
望
な
ど
を
取
り
ま
と
め
、
市

と
や
り
取
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
町
会
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
車

の
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
危
険
な
道
路
に
、

注
意
喚
起
の
看
板
や
回
転
灯
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
歴
代
の
町
会
長
の

尽
力
と
町
民
へ
の
心
配
り
に
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。
子
育
て
世
代
が
増
え
、

子
ど
も
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
町
会
と
し
て
安
全
安
心
に
は
、
よ

り
気
を
配
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
は
住
民
同
士
の
助
け
合

い
、
支
え
合
い
を
推
進
す
る
地
域
福
祉

委
員
会
の
活
動
と
し
て
、
参
加
者
た
ち

と
町
民
の
様
子
に
つ
い
て
情
報
共
有

し
、
見
守
り
活
動
の
た
め
の
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た
。
自
分
の
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
や
見
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

気
付
く
こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
場

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
し
、

湯
屋
町
で
は
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

北
きたやま

山雄
ゆう

二
じ

 さん
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町民の暮らしに気を配る


